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秋から冬に流行る感染症

• 呼吸器系感染症

インフルエンザウイルス（A型、B型）

新型コロナウイルス

• 消化器系感染症

ロタウイルス

ノロウイルス

• その他

ヒトパルボウイルスB19（伝染性紅斑）
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インフルエンザ

https://idsc.tmiph.metro.tokyo.lg.jp/assets/flu/2024/Vol27No10.pdf
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新型コロナ

https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/kansen/corona_portal/info/monitoring.files/2024No36.pdf
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感染性胃腸炎
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感染性胃腸炎
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冬に流行る感染症の予防（基本）

•石鹸と流水による手洗い

水が冷たいとしっかり洗えないので、温水が使えると良い

•咳エチケット

•アルコールによる手指消毒

ロタウイルス、ノロウイルス、

アデノウイルスには効かない
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吐物による感染拡大を防ぐために

１）嘔吐物にペーパータオルや新聞紙を被せる
２）消毒液をかける
３）嘔吐物を外から中に集めるようにして取り

除く
４）最初の嘔吐物から２〜３m広い範囲にペー

パータオルを敷き、消毒液をかけてから
拭き取る

２〜３m
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家庭でできるノロウイルス対策

https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/shokuhin/pamphlet2
/files/noro_tomin_r2.pdf
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伝染性紅斑（リンゴ病）

https://idsc.tmiph.metro.tokyo.lg.jp/diseases/fifth-disease/fifth-disease/
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伝染性紅斑（リンゴ病）

https://idsc.tmiph.metro.tokyo.lg.jp/diseases/fifth-disease/fifth-disease/

• ヒトパルボウイルスB19による感染症

• 飛沫感染や接触感染により伝搬する

• 潜伏期・・・４〜20日（この間にウイルスを排出）

• 症状：両頬に境界明瞭な紅い発疹、腕や大腿に網目状の発疹
微熱
症状が出た時には、他者への感染力はほぼ消失している

• 妊娠中に感染した場合、流産や胎児の異常（胎児水腫）を
生じることがある
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秋から冬に流行る感染症の予防（ワクチン）

• 呼吸器系感染症

インフルエンザウイルス（A型、B型）

・・・毎年秋に接種

新型コロナウイルス・・・毎年秋に接種

65歳以上は費用助成あり

• 消化器系感染症

ロタウイルス・・・生後２か月から２〜３回接種

ノロウイルス・・・ワクチンはない！

• その他

パルボウイルス（伝染性紅斑）・・・ワクチンはない！
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インフルエンザワクチン

• 注射・・・不活化ワクチン
対象：生後６か月以上
接種回数：３〜４週間隔で２回（≦１２歳）

１回（１３歳≦）

• 点鼻（鼻腔内噴霧）・・・生ワクチン
対象：２歳以上１９歳未満
要注意者：ゼラチンアレルギー、

基礎疾患を有する者（心臓血管系疾患、
腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患、発育障害等）、
痙攣の既往、免疫不全、重症喘息
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受診までの過ごし方

• 熱が出た！

解熱剤（アセトアミノフェン）：38.5℃以上でぐったりしている、

ひどくぐずるような時に使用する。機嫌良く元気なら不要。

• 吐いた！

慌てて飲ませない！吐いた直後は口をすすぐだけ。

２〜３時間様子を見てから、少量ずつ再開する。

• 下痢をした！

スナック菓子や油物を控えれば通常食で可。

食べたがらない時は、経口補水液を少量ずつ頻回に飲ませる。

お尻はゴシゴシ擦らないで、ぬるま湯で洗う。
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